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吹田市
す い た し

では、基本
きほ ん

構想
こうそう

策定
さくてい

段階
だんかい

から積極的
せっきょくてき

な市民
しみ ん

参加
さん か

を進
すす

め、本事業
ほんじぎょう

計画
けいかく

を作成
さくせい

し

ました。 

この中
なか

では主
おも

に生活
せいかつ

関連
かんれん

経路
けい ろ

・ 準
じゅん

生活
せいかつ

関連
かんれん

経路
けい ろ

内
ない

の市道
しど う

部分
ぶぶ ん

についてのハード

整備
せい び

について記載
きさ い

していますが、ハード整備
せい び

だけですべての人
ひと

が安全
あんぜん

・安心
あんしん

・快適
かいてき

に

移動
いど う

できるようになるとは言
い

えません。エレベーターを設置
せっ ち

したり、道路
どう ろ

の段差
だん さ

を

解消
かいしょう

したりするだけでは本当
ほんとう

の意味
い み

でのバリアフリーではないのです。 

吹田市
す い た し

では、「人
ひと

を思
おも

いやり、やさしくなれる」このことが、バリアフリーを進
すす

め

る第一歩
だいいっぽ

であると考
かんが

え、「だれもがやさしくなれる」吹田
すい た

のまちづくりをめざしてい

ます。 

そこで、本事業
ほんじぎょう

計画
けいかく

に記載
きさ い

しているようなハード整備
せい び

のみでは早急
そうきゅう

な解決
かいけつ

が困難
こんなん

である場合
ばあ い

の取組
とり く

みとして、また、ハード整備
せい び

完了
かんりょう

後
ご

もより多
おお

くの人
ひと

が安全
あんぜん

・安心
あんしん

・

快適
かいてき

に移動
いど う

できるための取組
とり く

みとして、ハード整備
せい び

とともに、以下
い か

のソフト施策
せさ く

も

重点的
じゅうてんてき

に進
すす

めていきます。 

 

■広報
こうほう

・啓発
けいはつ

の推進
すいしん

 

○ 車道
しゃどう

や歩道
ほど う

、身体
しんたい

障
しょう

がい者
しゃ

用
よう

の駐車
ちゅうしゃ

スペース、公園
こうえん

等
など

における迷惑
めいわく

駐輪
ちゅうりん

や

違法
いほ う

駐車
ちゅうしゃ

、不法
ふほ う

占用物
せんようぶつ

（看板
かんばん

・商品
しょうひん

のはみ出
だ

し等
など

）対策
たいさく

として、公安
こうあん

委員会
いいんかい

等
など

関係
かんけい

機関
きか ん

・市民
しみ ん

と協 力
きょうりょく

しながら自粛
じしゅく

の呼
よ

びかけ、指導
しど う

、取
とり

締
し

まりを進
すす

めま

す。 

○ 総合
そうごう

教育
きょういく

や交通
こうつう

安全
あんぜん

教育
きょういく

等
など

の中
なか

でバリアフリーの啓発
けいはつ

（交通
こうつう

用具
よう ぐ

利用者
りようしゃ

への

マナーの向上
こうじょう

、子
こ

どもの頃
ころ

からのバリアフリーへの理解
りか い

の向上
こうじょう

等
など

）を行
おこな

う取
とり

組
く

みを導入
どうにゅう

します。 

○ NPO、ボランティア団体
だんたい

、事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
など

と連携
れんけい

しながら、バリアフリーの意識
いし き

啓発
けいはつ

、

マナー向上
こうじょう

を図
はか

るための、広報
こうほう

、イベント等
など

を実施
じっ し

します。 

 

■情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

○ バリアフリーに関
かん

する情報
じょうほう

ネットワークシステムの構築
こうちく

を検討
けんとう

します。 

○ 市内
しな い

のバリアフリー情報
じょうほう

の提供
ていきょう

を進
すす

めます。 

○ わかりやすい案内
あんない

表示
ひょうじ

の方法
ほうほう

について検討
けんとう

します。 

 

 

 




